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円弧状の仕上げ刃を持つ旋削用チップの切削性能
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　切削仕上げ面の特性は，仕上げ面粗さ，うねり，加工
変質層，残留応力などを媒体として評価できるが，仕上
げ面粗さは，摩擦，摩耗，密閉，漏洩など表面の接触問
題を考える上で非常に重要となる．旋削では，理想的な
仕上げ面粗さは工具刃部形状と送り S によって決まる．
例えば，刃部にコーナ半径ｒを有する片刃バイト（横切
れ刃角 0°）を用い，2 ｒより低い送り S で旋削した場合，
仕上げ面粗さの理論値（最大高さ R ｚ）は，S 2 /(8ｒ) で
近似できる．このため，良好な切削仕上げ面を得るには，
送りを低くするか，コーナ半径を大きくすることが有効
である．送りを低くすると，作業能率の低下や切りくず
が薄く柔軟になるため切りくず処理性が低下する．コー
ナ半径を大きくすれば高送りで切削することができる．
しかし，シャフトなどの段付軸は旋削によって加工され
る場合も多く，隅 R を持つ段付軸を加工する場合，段
差には工具刃部の円弧が転写される．このため，バイト
のコーナ半径を隅 R と同じ，あるいは小さくする必要
があり，コーナ半径は機械部品の隅Rから制限を受ける．
そこで，横切れ刃直線部とコーナ，および前切れ刃直線
部とコーナの接線部に直線状の仕上げ刃（ワイパー刃，
さらい刃の名称で呼ばれている．）を設けた工具が市販
されている．特に，外周旋削では，前切れ刃側に設けた
仕上げ刃は，高送り旋削でも良好な仕上げ面が得られる．
しかし，この方法では，加工プログラムの修正や，隅 R

切削では加工プログラムの修正やコーナ半径の補正が必
要になる．
　本研究では，前切れ刃とコーナの接線部に円弧状の
仕上げ刃を設けたバイト，すなわちコーナ部が 2 つの
円弧からなるバイトを考案した．次に，このバイトで，
SKD11 焼なまし材の旋削を行い，仕上げ面粗さ，切削
抵抗，工具摩耗を調べた．
　得られた主な結果は次の通りである．

（1）	� 円弧状の仕上げ刃を持つチップの仕上げ面粗さは，
通常のチップに比べ小さかった．また，仕上げ面粗
さは，前切れ刃側の半径Rが大きい方が小さかった．

（2）	� 円弧状の仕上げ刃を持つチップの摩耗進行は，通常
のチップに比べ，やや遅かった．

（3）	� 前切れ刃側の円弧 R は切削抵抗に影響を及ぼさな
かった．

　以上のことから，円弧状の仕上げ刃を持つ旋削用チッ
プは，送りを高くして旋削することができるので，作業
能率（切りくず処理性も含めて）向上に有効であること
が分かった．
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こ
の
た
び
志
賀
直
哉
の
作
品
の
幾
つ
か
を
読
み
直
す
機
会
が
あ
り
、
志
賀
は
、
近
年
私
が

中
心
的
に
扱
っ
て
き
た
夏
目
漱
石
の
〈
自
己
〉
に
関
す
る
問
題
を
、
彼
な
り
に
引
き
継
い
で

問
い
か
け
た
文
学
者
で
あ
っ
た
と
改
め
て
思
っ
た
次
第
で
あ
る
。
直
哉
は
、
や
は
り
漱
石
文

学
の
後
継
者
の
一
人
な
の
で
あ
る
。

　

明
治
十
六
（
一
八
八
三
）
年
生
ま
れ
の
志
賀
は
、
慶
応
三
（
一
八
六
七
）
年
生
ま
れ
の
漱

石
と
比
べ
る
と
十
六
歳
年
少
で
あ
る
。
時
代
を
考
え
る
と
、
子
供
の
世
代
と
い
う
よ
り
は
、

年
の
離
れ
た
兄
弟
と
し
て
通
用
す
る
程
度
の
差
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
こ
の
年
齢
差
は
、

対
西
欧
文
化
と
い
う
視
点
か
ら
見
る
と
、
意
外
に
大
き
い
の
で
は
な
い
か
。
例
え
ば
個
人
主

義
に
対
す
る
構
え
な
ど
、
漱
石
と
直
哉
で
は
全
く
異
な
っ
て
い
る
。
留
学
時
代
の
学
問
と
の

悪
戦
苦
闘
を
通
じ
て
よ
う
や
く
自
己
を
発
見
し
、
し
か
し
創
作
に
お
い
て
そ
の
自
己
を
相
対

化
し
続
け
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
漱
石
と
違
い
、
直
哉
は
創
作
の
最
初
か
ら
自
己
を
手
に
し
て

い
て
、
し
か
も
そ
れ
を
素
直
に
肯
定
す
る
と
こ
ろ
か
ら
出
発
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
し

か
し
志
賀
の
子
供
の
世
代
と
い
っ
て
よ
い
、
例
え
ば
亀
井
勝
一
郎
*1
は
ど
う
か
。
明
治
四
十

（
一
九
○
七
）
年
生
ま
れ
の
亀
井
に
と
っ
て
、
自
己
は
も
は
や
自
明
の
も
の
で
は
な
く
、
ま

ず
は
否
定
す
べ
き
も
の
と
し
て
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
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こ
こ
で
取
り
扱
う
の
は
し
か
し
、
近
代
日
本
文
学
者
に
お
け
る
個
人
主
義
受
容
の
歴
史
的

変
遷
で
は
な
い
。
漱
石
文
学
に
お
け
る
〈
自
己
〉
の
問
題
が
、
ど
の
よ
う
に
引
き
継
が
れ
た

か
、
あ
る
い
は
ど
の
よ
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に
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継
が
れ
な
か
っ
た
か
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う
問
題
で
あ
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。
奈
良
に
生

活
し
た
時
代
の
志
賀
直
哉
と
そ
の
作
品
に
つ
い
て
、
漱
石
文
学
の
大
き
な
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な
る
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つ
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思
想
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あ
る
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自
己
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位
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天
）
去
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賀
は
ど
の
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に
奈
良
に
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合
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、
ど
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に
そ
の
自
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を
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つ
め
直
し
、
そ
れ

ら
を
ど
う
「
本
位
」
や
「
去
私
」
と
し
て
表
現
し
た
の
か
。
直
哉
が
書
き
残
し
た
も
の
を
読

み
直
す
こ
と
で
、
そ
の
自
己
肯
定
が
め
ぐ
る
行
程
を
た
ど
り
、
志
賀
直
哉
の
〈
自
己
〉
へ
の

態
度
を
、
で
き
れ
ば
彼
の
小
説
に
お
い
て
工
夫
さ
れ
た
方
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し
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、
切
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し
て
み
た
い

と
思
う
。
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